
第
七
十
二
回
ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り 

は
し
ご
乗
り
演
技 

乗
り
手
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
に
歓
喜
の
声 

令
和
八
年
彦
根
市
消
防
出
初
式 

は
し
ご
乗
り
演
技 

八
艘
鳶
の
会
研
修
旅
行 

～
つ
る
が
鳶
視
察
見
学
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彦根鳶だより（第２８号） 
令和８年３月１日 

彦
根
鳶
だ
よ
り 

第２８号 

発 行 

彦根鳶保存会 

彦根市西今町 415 

彦根市消防本部内 

第
七
十
二
回
ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
が
十
一
月
三
日
に
開
催
さ
れ
、

彦
根
鳶
保
存
会
が
演
技
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
穏
や
か
な
日
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
沿
道
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

晴
天
の
下
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
彦
根
鳶
は
し
ご

乗
り
演
技
に
、
多
く
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、
彦
根
鳶
保
存
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
彦
根
の
伝
統
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

令
和
八
年
一
月
十
日
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
て
消
防
出

初
式
が
開
催
さ
れ
、
は
し
ご
乗
り
演
技
披
露
を
行
い
ま
し
た
。 

気
迫
あ
ふ
れ
る
演
技
で
新
春
の
出
初
式
を
飾
る
こ
と
が
で

き
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

多
く
の
方
に
伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

ひこね市文化プラザ（グランドホール） 

 

平
素
は
八
艘
鳶
の
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
八
艘
鳶
の
会
の
活
動
の
一
環
と
し
ま
し
て
、
去
る

令
和
七
年
九
月
二
十
七
日
（
土
）
、
二
十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
、

指
導
部
長
は
じ
め
乗
り
手
一
同
総
勢
十
六
名
で
敦
賀
方
面
へ
研

修
旅
行
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

今
回
の
目
的
「
つ
る
が
鳶
視
察
」
の
た
め
、
つ
る
が
鳶
の
皆

様
が
普
段
練
習
さ
れ
て
い
る
敦
賀
市
消
防
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
出

向
き
、
鳶
衣
装
を
纏
わ
れ
て
の
演
技
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

つ
る
が
鳶
は
、
二
〇
〇
六
年
に
敦
賀
市
消
防
団
有
志
の
皆
様

方
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
一
月
の
出
初
式
、
九
月
に
は
敦

賀
ま
つ
り
に
て
演
技
披
露
を
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
方
々
や
子

ど
も
達
に
対
し
て
も
親
交
行
事
と
し
て
梯
子
演
技
を
通
し
て

様
々
に
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
事
を
伺
い
ま
し
た
。
つ

る
が
鳶
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
和
気
藹
々
と
交
流
す
る

事
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 つ

る
が
鳶
の
皆
様
に
は
貴
重
な
時
間
を
設
け
て
い
た
だ
き
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
活
動
機
会
を
大

切
に
し
て
、
八
艘
鳶
の
会
の
活
動
に
更
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

八
艘
鳶
の
会 

事
務
局 

水
野
博
章 



《 

第
六
分
団 

団
員 

 

川
浪
恭
佑 

》 

 

こ
の
度
、
八
艘
鳶
の
会
に
入
会
し
、
乗
り
手
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
彦
根
鳶
の
技
と
心
意
気
を
、
諸
先

輩
方
か
ら
学
び
、
一
つ
一
つ
大
切
に
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
務
め
、
地
域
に
誇
れ
る

鳶
を
目
指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

前
回
の
発
行
以
降
、
八
艘
鳶
の
会
に
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 《 

第
六
分
団 

団
員 

 

北
村
永
久 

》 

 

第
二
中
隊
、
第
六
分
団
、
団
員
の
北
村
永
久
と
申
し
ま
す
。
私
は
入

団
し
て
二
年
目
で
す
が
、
ご
縁
を
得
て
八
艘
鳶
の
会
未
席
に
加
わ
り

ま
し
た
。
私
は
、
幼
い
時
か
ら
演
技
を
見
て
お
り
、
い
つ
か
私
も
梯
子

の
上
で
演
技
が
し
て
み
た
い
な
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
さ
な
体
で
、
他
の
人
よ
り
目
立
つ
よ

う
な
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
、
小
さ
な
体
は
、
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
梯
子
の
乗
り
手
は
、
体
が
小
さ

な
方
が
演
技
も
し
や
す
く
、
体
重
が
軽
い
分
梯
子
の
持
ち
手
の
方
々

に
負
担
が
少
な
く
済
む
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に

私
に
適
任
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
以
上
に
練
習

を
行
い
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

                                        

彦
根
鳶
保
存
会
行
事
の
ご
案
内 

〇 
第
七
十
三
回 

 
 

ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
（
予
定
） 

二
〇
二
六
年
十
一
月
三
日
（
火
・
祝
） 

 
 

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で 

彦
根
城
表
門
前
～
夢
京
橋 

※
詳
し
く
は
彦
根
鳶
保
存
会
事
務
局 

 
 

彦
根
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課
ま
で 

 

電
話
二
二
‐
〇
三
一
四 

四
月 
十
七
日
（
木
） 

 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

五
月 
二
十
二
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

六
月 

十
九
日
（
木
） 

 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

二
十
七
日
（
金
） 

彦
根
鳶
保
存
会
運
営
委
員
会 

七
月 

二
十
四
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

八
月 

二
十
一
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

九
月 

十
八
日
（
木
） 

 
は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

 

二
十
七
日
（
土
）
、
二
十
八
日
（
日
） 

研
修
旅
行 

十
月 

二
十
三
日
（
木
） 

全
体
練
習 

 
 
 

二
十
四
日
（
金
） 

全
体
練
習 

十
一
月
二
日
（
日
） 

 
 
 
 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

三
日
（
月
・
祝
） 

城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
【
演
技
披
露
】 

十
二
月
十
八
日
（
木
） 

 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

一
月 

八
日
（
木
） 

 
 

全
体
練
習 

十
日
（
土
） 

 
 

消
防
出
初
式
【
演
技
披
露
】 

〇 

令
和
九
年
彦
根
市
消
防
出
初
式
（
予
定
） 

二
〇
二
七
年
一
月
九
日
（
土
） 

 
 

午
前
十
時
十
分
頃
か
ら 

野
瀬
町 

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ 

令
和
七
年
度 

彦
根
鳶
保
存
会
活
動
記
録 

令
和
七
年
度 

賛
助
会
員
様
ご
紹
介 

令
和
七
年
度
の
賛
助
会
員
と
し
て
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

法
人
賛
助
会
員
様
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

㈱
永
昌
堂 

 

㈱
奥
山
ポ
ン
プ
商
会 

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
く
ら
し
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社
彦
根
工
場 

彦
根
観
光
協
会 

 

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル 

リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ 

㈱
松
宮
物
産 

普
通
賛
助
会
員
様
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

伊
戸
久
次 

 

大
橋
政
次
郎 

 

笠
原
恒
夫 

 

河
池 

博 

岸
田
清
次 

 

岸
本
弘
司 

 
 

北
川
正
治 

 

北
村
善
夫 

小
林
和
夫 

 

杉
原
章
弘 

 
 

髙
田
敏
治 

 

田
村 

明 

中
村
藤
夫 

 

野
田
良
次 

 
 

樋
口
雅
都 

 

平
塚
誠
宏 

古
川
敏
夫 

 

松
根
隆
明 

 
 

三
須 

透 
 

矢
田
全
宏 

山
口 

智 
 

吉
田
定
一 

 「
彦
根
鳶
だ
よ
り
」
に
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

彦
根
鳶
保
存
会
事
務
局
（
電
話 

二
二
‐
〇
三
一
四
） 

「
八
艘
鳶
の
会
」
新
人
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

八
艘
鳶
の
会 

 

指
導
部
長 

 
 

北
村 

正
己 

副
指
導
部
長 

 

遠
藤 

義
博 

副
指
導
部
長 

 

青
山 

英
明 

事
務
局 

 
 
 

水
野 

博
章 

彦
根
鳶
保
存
会
が
参
加
・
出
場
い
た
し
ま
す
、 

こ
れ
か
ら
の
行
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 


